
12時30分 受付
13時00分 開会挨拶　
13時10分 特別記念講演　　　　　　
14時15分 産学官連携プレゼンテーション　　　
15時00分 ポスター発表（80件の研究シーズ）
17時00分 交流会（無料）

日時

岡山プラザホテル会場

無料参加費
本冊子・裏面参照申込方法

プログラム

●岡山プラザホテル ●交通のご案内
岡山駅よりタクシーで5分。
後楽園より徒歩3分。Tel.086-272-1201  Fax.086-273-1557

住 所：〒700-0005 岡山市北区理大町1－1
 岡山理科大学　学外連携推進室　OUSフォーラム係
E-mail：renkei@office.ous.ac.jp（標題は「OUSフォーラム申込」）
T e l ：086-256-9731　　F a x：086-256-9732
http : //www.ous .ac . jp/ renke i/

❶ホームページ：岡山理科大学HPのトップページのイベント欄「OUS
  フォーラム2015」から申込をお願いします。
  http://www.ous.ac.jp
❷Ｅ-mail：renkei@office.ous.ac.jp に下記の①～⑦の項目を記載し、送信して
   ください。
❸ F a x ： 下記にご記入の上、ファックスしてください。  Fax：086-256-9732

2015年11月 20日 金

申込方法は次の３つの方法があります。

NEW！  

主催 岡山理科大学
共催 倉敷芸術科学大学、千葉科学大学、吉備国際大学、九州保健福祉大学
後 援 科学技術振興機構、中国経済産業局、岡山県、岡山県教育委員会、
 （公財）岡山県産業振興財団、岡山県市長会、岡山県町村会、岡山市、倉敷市、玉野市、
 岡山県経済団体連絡協議会、岡山県商工会議所連合会、岡山県商工会連合会、岡山県経営者協会、
 （一社）岡山経済同友会、岡山県中小企業団体中央会、（一社）システムエンジニアリング岡山、
 （一社）中国地域ニュービジネス協議会、（一社）岡山県発明協会、（公社）山陽技術振興会、
 日本政策金融公庫岡山支店、おかやま信用金庫、国土交通省中国地方整備局、岡山県工業技術センター、
 岡山リサーチパークインキュベーションセンター、（株）トマト銀行

〒

ふりがな

①会社団体名

②氏名

⑦交流会参加の有無 参 加  ・  不 参 加 ○で囲んで
ください。

③住所

④電話

⑤Ｆ a x

⑥Ｅ-mail　

申込み方法

申込み者

申込先・
お問い合わせ先

同時開催　中小企業向け技術相談会
●中小企業の皆様の技術相談に、産学連携コーディネータがお応えします。
●様々な分野の専門家を、ご紹介致します。
 時間／15：00～16：30
 場所／４F 鶴鳴の間　技術相談コーナー
 産学連携コーディネータ／横溝精一、桑本 誠
※事前予約も可能です。お気軽に、お問合せください。
 Tel：086-256-9730    Ｅ-mail： renkei@office.ous.ac.jp 

岡山市中区浜2-3-12（後楽園北隣）

　岡山理科大学は2001年よりOUSフォーラムを
開催し今年で15回目となります。岡山理科大学お
よび関連大学の研究者が、研究成果やシーズを
広く皆様に紹介し、直接対話をさせて頂きます。ま
た、発表会に先立ち、素材産業の経営戦略につい
て講演会を行います。ご来場をお待ちしています。

ご 案 内

特 別 記 念 講 演 ／ 13：10～14：00

宮木　宏尚  氏

ミヤキ（株）　代表取締役社長
（株）東レ経営研究所　シニアリサーチフェロー　MOTチーフディレクター
東京農工大学大学院　ゲスト講師

◆講演要旨

　戦後復興期の日本経済を支えた花形産業であった繊維産業は、
1960年代には米国との間で貿易摩擦を引き起し、’72年の輸出自
主規制を切っ掛けに斜陽産業化し、合繊各社は早くから海外展開と多
角化（脱繊維）で生き残りを図ってきた。
　この中で、東レ㈱では本業である繊維事業を重視しながら、情報通
信機材、環境・エンジニアリング、炭素繊維複合材料事業などの新規事
業開発を粘り強く行ってきた。その結果、近年話題の炭素繊維複合材
料事業、水処理事業などが成長する一方、繊維事業が全売上高（約2
兆円）、営業利益の40%を占める世界でも特異な企業となっている。
　研究着手から半世紀を経て花開いた炭素繊維複合材料事業を中心
に、東レ㈱の技術・事業開発戦略について考えてみる。

◆講師略歴
1968年早稲田大学大学院（機械工学専攻）修了。 東レ(株)入社。 13年間合成繊維原料工場で省エネルギー等のプ
ロジェクトを担当後、 全社のエネルギー戦略、 R&D戦略、 新事業企画、 経営企画、 情報システム企画等を担当。
2002年退社。 ’03年ミヤキ㈱（家業継承）、 ’07年代表取締役社長。 ’03年㈱東レ経営研究所シニアリサーチフェ
ロー（兼務）。 MOT（技術経営）人材育成プログラム開発・運営を担当。 ’06年東京農工大学大学院技術経営研究科
非常勤講師（現ゲスト講師）。 （公社）化学工学会　経営システム研究委員会委員長、 日本技術者教育認定機構
（JABEE）審査員　他

日本の産業競争力を支える素材産業の経営戦略

「炭素繊維複合材料の
  研究開発と事業開発」
～平坦ではなかった世界シェアNo.1への道～

「炭素繊維複合材料の
  研究開発と事業開発」
～平坦ではなかった世界シェアNo.1への道～

OUSフォーラム2015
岡山理科大学

－基礎から応用･未来技術への出会いと対話－
その秘策とは!!


